
平成19年度　京都府立峰山高等学校　弥栄分校　　学校経営計画　　（計画段階）
学校経営方針（３～５年の中期経営目標） 昨年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

　全教育活動をとおして、生徒・教職員がともに成就感と感動
を味わえる、明るくさわやかな学校づくりに努める。

　［地域と連携した弥栄キャンパスの教育］
① 分校の特色であるきめ細かな指導による、地域の教育要
　　求に応える教育の推進
② 校種間、専門機関と連携した、地域と一体となった教育の
　　推進
　［農園芸・家政・環境教育を生かした魅力ある教育と個性を
　　生かす教育の推進］
① 農業の多面的機能を視野に入れた農業教育の実践
② 省エネ・環境保全型社会に対応した環境及びエネルギー
　　教育の実践
③ 家政科における生活産業分野で活躍できる人材の育成
　［自立精神の育成］
① 人を大切にし、同時にモノを大切にする人材の教育
② 主体性と社会性を兼ね備え、向上心に富む人材の育成
　［特別教育活動の充実］
① 部活動や生徒会活動を活性化し、望ましい集団活動をと
　　おした集団の一員としての規律・マナーの育成

［成果]
① 全総文京都部門｢ピンワークディスプレイ｣の成功
② 地域と連携した専門学科の取組、地域に開かれた文化
　　活動の推進（奈具丘祭など）
③ 評価導入による学校・教職員の改善点の明確化
④ 和、郷土の文化、環境学習の教材化
⑤ 社会人講師の活用による魅力ある授業の創造
⑥ 生徒授業評価導入による｢わかる授業｣の創造
⑦ ボランティア活動の推進
⑧ 奈具丘通信等による広報活動の推進
⑨ ３年生全員の進路が１月末までに決定した。

［課題］
① 「わかる授業に」向けた一層の授業改善と評価規準の作
　　成、教科の評価方法や年間学習目標の徹底
② 学業不振・欠席時数オーバーに起因する中退・原留防止
　　のための指導
③ 社会人として通用するマナー、他者への思いやりの精神
　　の育成、規範意識の向上と指導困難生徒への指導徹底
④ 幼・小・中学校との校種間連携の推進
⑤ 教育相談のあり方、特に心に問題を持つ生徒への対応
⑥ 特別活動、部活動の活性化

① 「わかる授業」づくりの推進（シラバス・評価規準作成、
　　授業改善）
② ボランティア活動の充実・発展
③ インターンシップの実施
④ 特別活動、部活動の活性化のための取組の推進
⑤ 規範意識、他者への思いやりを培う高校生活の推進
⑥ 特別支援教育の整備ときめ細かな指導の推進
⑦ 配慮を要する生徒への定期的な指導、教育相談の実
　　施
⑧ 高校生活充実のための保護者への連絡徹底と連携し
　　た指導の推進

分掌名 評価領域
(業務領域)

項目（重点目標） 具　体　的　方　策 評　価 成　果　と　課　題

0 組織・運営
各分掌間が連携した、生徒への対話、
相談、指導体制を確立する。

配慮を要する生徒への定期的な指導、相談体制を確立する。

特別支援教育の体制作りを進める。

1
教
務
部

学力の向上
わかる授業を目指し、生徒に学ぶ姿勢
を確立させ、学習習慣をつけ、学力の
向上を図る。

基本的な学習の姿勢を確立させる。

学習習慣をつけさせる。

わかる授業を創造する。

学力分析を行い授業に生かす。

2

生
徒
指
導
部
（

含
む
人
権
）

生徒指導 規範意識の向上を図る。

規律が守れない生徒には早期に指導する。

ルールを徹底し、保護者等も召喚し指導する。

登下校時には、教員が率先して挨拶し、教室・職員室等で、言葉
遣いが悪ければ直させる。

特別活動
各種行事を通じて、学年の自覚と主体
性・協調性や責任感を育成する。

球技大会・学校祭・奈具丘祭等の学校行事を計画的に実施し、
学年・クラス・科で取り組ませる。

人権教育 教師・生徒の人権意識を高める。
学期に１回の人権学習を行う。

年間計画を早期に作成し、担任との連携を密にし実施する。
外部講師を招き教員研修を行う。



分掌名 評価領域
(業務領域)

項目（重点目標） 具　体　的　方　策 評　価 成　果　と　課　題

3

進
路
指
導
部

進路指導
希望進路の実現に向け、適切な指導
を行う。

進路説明会・模擬面接指導等を行い、３年生の希望進路を実現
する。
インターンシップを実施し、正しい職業観を身につけさせる。
進路ガイダンス、マナー講座等を通して、進路目標を明確にさせる。

4

図
書
情
報
部

読書指導等
読書習慣の定着と豊かな人間性の育
成を目指す。

読書を推奨するために年１回の「読書の時間」を設定する。
情報の共有及び図書館利用を活性化させるために「図書館便
り」や教職員推薦図書を紹介する「立志」を発行する。

情操教育の一環として「芸術鑑賞」と「ビデオ鑑賞会」を実施する。

各教科における「調べ学習」等に必要な資料を提供するため、公
立図書館等との連携を図る。

5
保
健
部

健康・安全教
育

健康で豊かな生活を送るために、基本的
生活習慣、特に「食育」について関心を持
たせ、まず朝食を取る事から始める。

自分の健康状態に関心を持たせる。

家政科と連携して取り組む。

生徒保健委員と一緒になって取り組む。保護者にも呼びかける。

特別支援教育 特別支援教育に取り組む。 職員研修を行う。

6
庶
務
部

開かれた学校
づくり

学校行事の円滑な運営と保護者が多
数参加するＰＴＡ活動を行う。

関係分掌と連絡を取りながら行事を円滑に進める。

保護者と連携をとり、PTA活動への参加を促す。

7
農
場
部

教科指導
授業や実験実習におけるルール・マ
ナーを向上させる。

作業の安全性を図るため、服装・頭髪などの指導を行う。

学科教育の推
進

ボランティア活動・校種間交流など、地
域との連携を推進する。

丹後あじわいの郷「フルーツフラワーガーデン」等におけるボラン
ティア活動の継続。

8

家
政
部

(

含
教
科
）

教科指導
生活産業で必要とされる基礎力の定
着とその授業展開について研究する。

分野ごとに基礎知識・技術が定着できる指導を行う。

生徒が意欲的に取り組める課題研究の指導を行う。
生徒のつまずきについては、予想を立てて指導する。

学科教育の推
進

 「温故知新　ｉｎ　家政科」をテーマに
”新しい豊かさ”について研究する。

和（郷土）の文化を教材化する。

消費者教育を推進する。

地域と連携した家庭科教育を推進する。

9
１
年
部

生活指導
保護者との連絡を密にし、規律ある高
校生活を送れるようにする。

年１回以上の家庭訪問を行う。
個人面談の回数を増やす。
自分の役割を果たせる指導をする。しっかり果たさせる指導を行う。

10
２
年
部

学習指導
進路目標を明確にさせ、学力の向上を
図る。

学校生活を大切にさせ、遅刻や欠席をさせない。
整理整頓、清掃をさせる。
進路学習や面談を通して進路目標を明確にさせる。
漢字テストの取組を継続する。

11
３
年
部

進路指導
一人一人が自分の進路希望実現に向
けて努力するよう指導する。

各自の進路希望を把握する。

各自の課題について明らかにし、家庭と連携しながら適切な指
導を行う。

12
事
務
部

施設・設備管
理

安心、安全な学習・校内生活環境整備
の促進と維持

自主点検の実施と記録をする。

早急な情報を得ることと速やかな対策を講じる。

13
国
語
科

学習指導
国語を的確に理解し、適切に表現する
能力を育成する。

校内漢字テストの取組と連動して漢字指導を強化する。

文学作品に可能な限り触れさせ、読解力を育成する。

作文・小論文指導を実施し、表現力を育成する。



分掌名 評価領域
(業務領域)

項目（重点目標） 具　体　的　方　策 評　価 成　果　と　課　題

14

地
歴
公
民
科

学習指導 わかる授業の実践

ポイントを単元ごとに示し、その要素となる基本的知識を色分け
して板書する。

可能な限り、具体的教材を準備する。

丁寧に話をして、質問には誠実に答える。

15
数
学
科

学習指導
基礎学力の向上を図り、 社会生活に
対応できる数学的知識を身につける。

教材研究を充実させ、板書はノートしやすく工夫する。
練習問題を増やし、生徒間で教え合う時間を設ける。
ミニテストを行う。

16
理
科

学習活動
自然の事象、現象について科学的に
探求する能力と態度を育てる。

丹後の自然と環境について理解を深めさせる。
実験回数を増やす。
視聴覚教材を有効に活用する。

17

保
健
体
育
科

学習活動
(体育）

各運動領域に必要な身体感覚や運動
技能を身につけ、運動文化であるそれ
ぞれのスポーツを楽しめるようにす
る。

各種目の特性に合った個人技能・技術を系統的に指導し習熟さ
せる。
グループ（チーム）学習で協力したり責任を果たすことを学ばせる。

生涯を通じてスポーツに親しむための資質を養う。

学習活動
(保健）

個人及び集団の健康および健康的な
社会環境づくりの重要性について、理
解を深めるとともに心身の健康増進の
実践力を養う。

わが国における健康の現状と対処・予防法を理解させる。

「性」について人間の生と関連させて理解させる。

２年では２学期に課題学習を行い、調査・まとめ・発表の仕方を
学ばせる。
働くことと健康の問題を理解させる。

18
芸
術
科

音楽
音楽の基礎的な能力を習得し、表現
に活かす。

読譜・視唱の時間を設定する。
器楽アンサンブルや合唱に取り組む。

美術
授業で製作する作品の質的向上を図
る。

コンクールに応募することを目標にして、デッサンの基礎力を育
一般応募ポスターコンクールに応募する機会を与えることで、向
上心を育てる。

書道

書写能力の向上 臨書体の臨書活動を中心に書写に取り組む。

実生活で多用する行書体を習得する。

漢字仮名交じりの書や隷書体を学び、創造力を高める。

19
英
語
科

学習指導

語学や文化について興味を持たせる
授業を目指す。

全体及び個々の生徒の学力に応じたプリント等の教材を作成
し、課題とする。
わかりやすい授業を目指し、板書や説明を工夫する。

基礎学力と学習習慣を定着させる。

次年度に向けた
改善の方向性


	計画



